參 YAMAHA 


ホームシアターパッケージ 
( AV アンプ-サブウーファー+スピーカー） 


YHT-S400 

(SR-300 + NS-BR300) 


ヤマ八製品をお買い上げいたださまして、まことにありが 
とラございまず。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、 7 を年支障なくお 
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ 
<お読み< ださい。お読みになったあとは、保証書と共に大切 
に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず確か 
め、販売店か5お受け取りください。 


保証書別添付 


取扱説明書 








安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示したミ主意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々へのち害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 



「ごま意ください J という注意喚超を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださし、 J という「禁止 J を示しまず。 

0® 

「おず実行してください」という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「ま意」について 


誤った取0扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こずる 
可能性または重傷を負ラ可 
能性び想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 三"^胃ラ可能性または物的損害が 
/'\ /エ/胃発生する可能肋带旋される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く韓囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さおくためです。 

がず実行 


0 ^ 下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

• 異常なにおいや音がずる。 ♦ 異常に高温になる。 
プラグを巧く •内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 


〇 本機のむキーでスタンバイ：!犬態にしても、本機はま 
だ通電状態にありまず。 

本機を完全に電源から切り離ずためには、電源コー 
おず実行 ドをコンセントから巧いてください。 


電池 


電地からもれ出た液には直接軸れない。 

( V J 液が目や□に入ったり、励養についたりした場合はすぐ 
V ツ に水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 


そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 禁止 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いらのを上に載せない。 

•ステープルで止めない。•加工をしない。 

禁止 • 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむさ出しのまま使巧すると、火災や感電の原因に 
な0ます。 


Q 電地を加熱•分解したり、直射日光にごらしたり、 
义ゃ水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 

禁止 


〇 おず AC100V (已 0/60Hz) の電源電圧で使用ずる。 

それ政外の電源電圧で使巧すると、火災や感電の原因に 
な0ます。 

必ず実行 
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分解禁止 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けな 
い。 

火災や感電の原因になります。 

分解禁止修理-調整は販売店にご依頼ください。 


使用上のま意 


Q 放熱用のパネルのずき間から金属や紙片など異物を 
入れない。 

火がや感電の原因にな0ます。 

禁止 



設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室.台所.海唐.水辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


Q 放熱のため本機を設置ずる際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーべットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲にちち 5 cm 、 上 5 cm 、 背面已 cmL ソ上のス 
ペースを確がする。） 

本機の内部に熱びこちり、火災の原因にな0ます。 


« 本機を落としたり、本機が破損した場合には、おず 
P ぶ売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 

必ず実行 


接独禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには軸れない。 

感電の原因にな0ます。 


禁止 


本機の上には、巧瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
葉品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面が経年蜜化を超こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


〇 スピーカーケーブルはおず壁などに固定ずる。 

ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーび落下や転 
倒し、故障やけびの原因となります。 

がず実行 


手入れ 


〇 電源プラグのコやほこりは、定期のにとり除く。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

がず実行 


A 注意 


電源/電源コード 


0 ^ 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから巧<。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧く 


電池 


〇 電地は極性表示ヴラス+とマイナスー)にがって、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけびの原因にな 
おず実行 0ます。 


めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因にな0ます。 


Q 電源 プラグを巧くときは、 電源 コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 

禁止 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行にほこりび堆積して発熱や火がの原因になります。 


Q 指定 Ui がの電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しな 

禁止 破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 


Q 電池と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池がショートし、破裂や液われによ0、火災やけびの 
@止 原因にな D ます。 


Q 電源プラグを差し込んだとさ、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火がの原因になります。 

禁止 
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〇 

必ず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取りが 

1 ず。 

破裂や液もれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

必ず実行 

使い切った電池は、自治体のま例または取り決めに 

1 従って廃棄ずる。 

設置 

〇 

おず実行 

必ず吕人 L ツ上で開捆や持ち運びをずる。 

1 重いので、けびの原因になります。 


不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

1 本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

S ) 

直射曰光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 

1 場所順房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び蜜形したり内部回路に悪影響びをじて、 
火災の原因にな 0 ます。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

( ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なじます。 


スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある場所 

1 には設置しない。 

スピーカーび落下や転倒して、けびの原因にな 0 ます。 

A 

注意 

機器を接続ずる場合は、接続ずる機器の電源を切 
る。 

1 

〇 

おず実行 

他の電気製品とはでをるだけ離して設置ずる。 

1 本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
态たをるおそれび态〇ます。 


他の電気製品を本機の上に置かない。 

( 本機の上部は高温になります。他の電気製品に障害をあ 
たをるおそれび态〇ます。 

〇 

必ず実行 

屋列アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

1 工事には、技術と経験び必要です。 


移動 

を 

プラグを抜く 

移動をずるとさには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器が落下や転倒して、けびの原因にな0ます。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 

使用上のを意 

〇 

おず実行 

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリューム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因にな0ます。 


音が重んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな0ます。 

A 

環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正菌に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 

ま意 

らく放置してください。 

A 

ま意 

本機はデジタル信号を扱いまず。ほかの電気製品に 
障青をあたえるおそれがありまず。 

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。 

每 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてし、 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるとさには、がず電源プラグを巧く。 

感電の原因になります。 

おず実行 


S ) 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

が装が傷んだり、部品び溶解することびあります。 


A 年に一度 < らいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火がや故障の原 
因にな0ます。 

ま意 
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応用操作 


巧也>—ュー . 

概要 . 

基本手順 . 

再生中に音量バランスを調節する . 

低音/高音を調節する （ h —ンコント□ール） 
デジタル多重音声を切り誓える 

(二重モノラル音声切替機能） . 

映像と音亩のタイ S ングを調整する 

(オーディオディレイ機能） . 

オーディオ出力先を選おする . 

HDMI ™ コント□ール機能のオン/オフを 

切り誓える . 

フ□ントパネルディスプレイの明るさを変える 

スピーカーの 種類を設定する . 

スピーカー間の設置距離を設定する . 

HDMI ™ コント□ール機能を使ラ . 


その他の情租 


付録 . 

故障かな？と思った b 

用語解説 . 

主な仕様 . 

対応する信号 . 


はじめに 


はじめに . 

付属品を確認する ....... 

各部の名称とはたらさ 


準備 


システムの 設置 . 

スピーカーの設置 . 

g 続 . 

概尹 

テレビを接続する . 

ブルーレイデイスクレコーダーなどを接続する 


基本操作 


基本操作 . 

サウンドモードを楽しむ ..... 

サラウンドモード . 

ステレオモード ... 

ユニボ U ューム . 

FM ラジオを聴< . 

基本的な選局操作 . 

プ U セット選局機能を使ラ 
オプション機器を使用する. 
D 日巳 K 端テに接続する ...... 

iPod ™ を再をする . 

Bluetooth ™ 機能を使う... 


■ 本書の記載について 

• 本書では、本体と U モコンのどち5でち操作でさる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載しています。 

• ドが'-ヒント」では、知っておくと便利な補足情報を記載してしほす。「1ごを意 I 」では、安全に関する重 
要な注意事項と操作方法を記載しています。 

• 本書は製品の生産に巧がけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様が一部異なる 
場合がございますのでご了承ください。 


音を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるちのです。隣近所への配慮を十分にしま 
しょ5。静かな夜間にはルさな音でをよく通 D 、 特に低音は床や壁などを伝わりやすく、 
思わめところに迷惑をかけてしまいます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのち一つの方法です。 
音楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを配り快適な生を環境を守りましょラ。 
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はじめに 


はじめに 


付属品を確認する 


ご使用になる前に、同捆されている付属品がすべてそろっていることをご確認ください。 


■ YHT - S 400 の構成 


AV アンプ•サブウーファー 
( SR -300) 


スピーカー 

( NS - BR 300) 



■付属品 


スピーカーケーブル 
(3 m ) 



単4電池2本 


光ファイバー リモコン 





取付巧テンプレート 


FM 簡易アンテナ スタンド2個 

(スピーカー用） 



ネジ2本 取扱説明書 

(スタンド用） 



■ リモコンに電池を入れる 



恆主意1 

. U モコンで操作でさる距離び極端に短くなった場合、早めに新しい電池と 
交換してください。 

• 新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

• 種類の異なる電池（アルカ U とマンガンなど）を混ぜて使用しないでくだ 
さい。同じ形状でも、性質の異なる場合があ0ますのでごを意ください。 

• 使い切った電池は、ただちにリモコンから取0出してください。リモコン 
に挿入したままにしておくと、破裂や液漏れの原因とな0ます。 

• 使い切った電池は、地域の条例または取り決めにがって廃棄してください。 

• 電池び液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンか5取り出し、廃 
実してください。その隙、肌や衣服び漏れているバッテ U —液に触れるこ 
とのないよラ十分ご注意ください。リモコンにバッテ U —液が付着してい 
る場合はされいにおを取ってから新しい電池を挿入してください。 
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はじめに 


各部の名称とはた5き 

■ AV アンプ•サブウーファーのフ□ントパネル（前面） 



にを意 


スタンバイの状態でち、 I 」モコンか5のホ外線信号を受信 
するためにみ量の電力び消費されます。 

③ STATUS インジケーター 

システムの状態を表示します。 （^10 ページ)。 

③ II^PUT キー 

再生する機器を選択します10ページ)。 

■ AV アンプ•サブウーファーのリアパネル 


U モコンの赤外線信号を受信します 
(防'ち、10ぺージ）。 

⑧ フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
( US " 4ページ）。 



① 電源コード 

電源コードをコンセントに接続します （ i ®' 8 ぺ一 
ジ)。 

② HDMI ①-③ 入力端子/ HDMI 出力端子 

. HDMI ①一③入力端子は HDMI 対応のか部機器を 
接続します （"^9 ページ)。 

. HDMI 出力端子は、 HDMI 対応のテレビを接続しま 
す （icr 9ぺージ）。 

③ デジタル入力端子 

付属の光フアイノ（ーケーブルでテレビのデジタル出 
力端テと接続します9ページ)。 


④ アナログ入力端子 

外部機器をオーディオケーブルで接続します 

(陽" 8ページ）。 

⑥ DOCK 端子 

別売のヤマ八製 iPod ユニバーサルドック （ YDS -1 1 
など）や Bluetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バー ( YBA -10 など）を接続します〇14ぺージ)。 

⑧ アンテナ端子 

付属の FM アンテナを接続します8ページ)。 

⑦ スピーカー端子 

スピーカーを 接続します （-*■8 ページ)。 
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はじめに 


■ AV アンプ-サブウーファーのフ□ントパネルディスプレイ 


組 

が. 


HSMUfrUNED stereo ] 
[auto memory empty I 


fAAC 田 DIGITAL 


[PCM 


DOCK 
F □て I 


-UNIVOLUME I !!!!! 
-ENHANCER | 


■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ I 
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① HDMI インジケーター 

入カソースとして HDMI を選択したとを、正常に信 
号受信び行われると点なします。 

⑤ チューナーインジケーター 

TUNED インジケーター 

ラ ジオを受信しているとをに点打します 

(际 • 12ページ）。 

STEREO インジケーター 

自動（オート）選局モードで FM ステレオ放送 
の強い信号を受信しているとをに点なします 
12ぺージ）。 

AUTO インジケーター 

自動的に放送局を登録（サーチ）しているとを 
に点滅します（陪 ■12 ページ)。 

MEMORY インジケーター 

放送局を登録中に点滅します 
(防12、13ぺージ）。 

EMPTY インジケーター 

プ U セットま号び空のとをに点灯します 

(际 ■ 13 ぺージ）。 

③ デコーダーインジケーター 

. 本機に内蔵されているデコーダーび作動している 
とさにそれぞれのインジケーターび点灯します。 

• PCM (Pulse Code Modulation ) 信号、または 
AAC (Advanced Audio Coding ) 信号を再生し 
ているとさに点なします。 


④ DOCK インジケーター 

. AV アンプ'サブウーファーの DOCK 端テに接続し 
たヤマ八製 iPod 用ドック（別売 YDS - 11など） 
にセットした iPod を本機び認識しているときに 
点灯します14ページ）。 

. ヤマ八製团 uetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バー烟慌 YBA -10 など）と团 uetooth 機器び 
接続されたとをに点灯します已ページ)。 

. ヤマ八製团 uetooth ワイヤレスオーディオレシー 
バー烟慌 YBA -10 など）と团 uetooth 機器を 
ペア U ングしている（陽1已ぺージ）、またはヤマ 
八製 Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバー 
び Bluetooth 機器をヴーチしている1已ぺ一 
ジ）とをに点滅します。 

⑥ VOLUME インジケーター 

. 現在の音量を VOLUME インジケーターで表示し 
9 〇 

.本機を消音にユート）しているときに点滅しま 
す10ページ） 

⑥ マルチインフォメーシヨン-ディスプレイ 

選択されている入力、現在のサラウンドモードやそ 

の他の情報を表示します。 

⑦ ENHANCER インジケーター 

コンプレスト=ユージック'エン八ンヴー機能び作 

動しているとをに点なします14ページ)。 

⑨ UNIVOLUME インジケーター 

ユニボ U ユーム機能びオンのときに点なします 

批11ぺージ)。 


4 Ja 











■ リモコン 


はじめに 


ホ外線信号送信部 



① 入カキー 

再生する機器を選択します10ページ）。 

② メモリー、選局 A / y 、 プ U セットへ/ V 、 
表示キー 

FM 放送局の選局に使用します12ページ)。 

③ オプションキー 

FM 操作時や团 uetooth 機器を使巧するときに、才 
プションメニューに入ります（陽12、1已ぺージ）。 

④ 力ーソル （ A ( MENU ) / く （ W ) / 

い一〇 /▽(►»))、〇(センター）キー 

• 鼓定を変更します。 

• iPod を操作します（陽 ■ 14ぺージ)。 
iPod ホイールを操作します。 


⑥ 戻るキー 

1つ手前のメニュー表示に戻したり、プ U セット登 
録やペア U ングの動作を中断させたりします。 

⑧ ヴブウーファー （+/—) キー 

サブウーファ 一の音量のノ（ランスを調節します 
(防 17ぺージ）。 

⑦ サラウンドモードキー 

サラウンドモードを選択します11ページ）。 

④ ステレオモードキー 

化張ステレオ機能のオン/オフを切り替えます 
Oil ぺージ)。 

⑨ ユニボ U ュームキー 

ユニボ U ューム機能のオン/オフを切り替えます 

(防 ■ 11ぺージ）。 

⑩ 音量（ + / — )、消音キー 

音量を調節します （■!*■ 10ページ）。 

⑩ 設定キー 

設定メニューに入 D ます1己ページ)。 

⑩の （電源）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます10 
ページ）。 
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準備 


システムの設置 


臨場感あるサラウンドを十分にお楽しみいただ<ためには、システムを安定した場所に適切に設置する必要 
があります。本システムの設置イメージは1;(下のよラになります。 

例1:スピーカーをテレビの前に置いた場合 例2:スピーカーを壁に取り付けた場を 



① AV アンプ•ヴブウーファー （ SR - 30 0) 
③スピーカー ( NS - BR 300) 



ごを意 I 


. 本システムをブルーレイディスクレコーダーなどの上や下に直接置かないでください。本システムの振動によりが部機 
器の故障をまねく恐れびあります。 

. 本システムの横、後ろおよび下の通気をよくしておいてください。また、厚いカーペットなどの上には設置しないよラ 
にして < ださい。 

. ブラウン管テレビの映像び乱れる場合は、本機をテレビから離して設置してください。 

• 低音の聴こえかたは、 AV アンプ■サブウーファーを置く位置や聴く位置によって異なりますので、設置場所を変えて 
お楽しみ < ださい。 

• 設置状況によっては、テレビやスレーレイディスクレコーターなどのが部機器を接続してから本機を設置したほラがよい 
場合わあります。一度仮置ををして設置状況を確認し、設置と接続のどち5か5行ラか決定することをおすすめします。 


スピーカーの設置 


ラックまたは壁に取り付けます。環境に適した設置方法を選んで<ださい。 


■ スピーカーをテレビの前に設置ずる 



• テレビスタンドをまたいで設置する場合には、付属のス 
タンドを使用してください。 

. スタンドを取り付けないで設置する場をは、スピーカー 
の底面に付属の滑り止めパッドを取0付けてください。 

. スタンドを取り付けたスピーカーびテレビの U モコン受光 
部を隠す場合は、スタンドをはずして設置してください。 


下回のよラに、スピーカーにスタンドを取り付け、付 
属のネジで固定して<ださい。 



た注意 I 

スタンドを取0付ける位置を選んで、スピーカーを水平に 
設置する幅と高さを調節することびできます。上図の例は、 
スピーカー背面の内側下段のネジ巧にスタンドを取り付け 
ています。 
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システムの設置 


■ スピーカーを 壁に設置す る 


キーホールを 使用して 設置す る 

市販のネジ（ネジ頭の直径 7 〜 9 mm ) を使用して 
壁に設置します。 


スピーカーを壁に設置する隐は、專巧の業ちまた 
は旧売店に巧巧して<ださい。お客様ご自身で作 
業を巧わないで<ださい。設置方法を間違えると、 
スピーカーが落下し、けがの原因にな日まず。 


1壁に付属の取付用テンプレートを取り付 
け、ネジ位置の印をつけます。 


テープまたは画びよラ 




ネジ位置 


ネジ巧を 使用して 設置ず る 

スピーカー背面の取付用ネジ巧を使用して、市販の 
ラックなどに設置することち可能です。 




2取付用テンプレートを取り外し、 EP をつけ 
た位置に市販のネジを取り付けまず。 



3スピーカーをネジに掛けて設置します。 



ねじ- 

(M6) 



NS - BR 300 


ごを意 I 


• スピーカーはラックや壁に設置してください。しっくい 
やベニヤ板のよラな弱い材質の壁には設置しないでくだ 
さい。スピーカーが落下する原因となります。 

. スピーカーを十分に支え5れる市販のネジを使用してく 
ださい。 

• 設置する前に、ネジを確認してください。規定よ0短い 
ネジやくざ、両面 テープの ご使用は スピーカーび 落下す 
る原因となります。 

. スピーカー設置の際は、スピーカーケーブルを必ず固定 
してください。誤って手や足に引っ掛かると、スピー 
カーが落下する原因となります。 

• 設置禮、スピーカーびしっかりと固定されていることを 
確認して<ださい。誤った設置によ0起さた事故につい 
て、弊社は責任を負いかねますのでご了承<ださい。 
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. 電源コードは、すべての接続び完了してか百接続してください。 

. ケーブルプラグや端モに損傷をちたえる原因とな0まずので、プラグを是し込む隐に强い衝撃をちたえ 
ないよラにして < ださい。 


概要 


下記の手順に従って接続してください。 
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接続 


テレビを接続ずる 


ブルーレイディスクレコーダーなどを HDMI 入力端テに接続しているとを、テレビやプロジェクターなどの 
機器を本機の HDMI 出力端子に接続することびでをます。 

本機からテレビの音声を出力する場合は、付属の光ファイノ（ーケーフルでテレビの光デジタル音声出力端子 
と本機のデジタル入力端子を接続してください。 





アナ□グ音靑で出力する場合は、オーディオケーブルをアナ□グ入力端子に接続してください。 


ブルーレイ ディスク レコーダー などを接続ずる 


HDMI 出力機能のあるか部機器と接続することびできます。入力端子は HDMI 入力①、 HDMI 入力 ⑤、 HDMI 
入力③と3つありますび、各端子に差異はありません。 
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基本操作 


昼本操作 


すべてのケーブル接続と1」モコンの準備び完了したら、下記の手順に従い再生操作を行って<ださい。 



2 


4 


2いずれかの入カキーを押し、再生ずる機器 
を選択しまず。 

3選択した外部機器の再生を開始しまず。 

外部機器について詳し<は、ご使用の機器の説 
巧書を参照してください。 

4音量 （+ / -) キーを押し、音量を調節し 
まず。 


一時的に消音にするには U モコンの 消音 キーを押しま 
す。消音機能を使って再生しているとさは、ディスプ 

ポリューム 

レイの VOLUME インジケーターび点滅します。消音 
を解除するには再度 消音 キーを巧すか 音量 （+/-) 
キーを巧します。 


ごを意 


HDMI 入力音声をテレビから出力している場合は、 
U モコンの 音量 {+/-) キーや ミ肖音 キーを押して 
ち音量はを化しません。 


リモコンのの（電源）キーを押しまず。 

電源び入り STATUS インジケーターび緑色に 
点口します。 


電源をオンにした状態で、何ち操作しない状態び24 
時間政上続いた場合、自動的に電源びオフになります。 


もラー度む（電源）キーを押して、本機をス 
タンバイにしまず。 

HDMI コント□ール機能がオンのときは 、 STATUS 
インジケーターは赤色に点灯します。 HDMI コント 

□ール機能がオフのとさは、 STATUS インジケー 
ターは消なします。 （^17 ページ） 


■ リモコンを使用ずる 

U モコンで AV アンプ-サブウーファーを操作する 
際は、 U モコン赤列線送信部を U モコン受光部に向 
けます。 U モコン操作が可能な範囲は、本体から目 m 
内です。 


ごを意 

. U モコンに水や飲み物をこぼさないよラごを意くださ 
い。 

. U モコンを落としたり、強い衝撃をちえた0しないよラ 
ごを意ください。 

. U モコンを政下のよラな場所に放置しないでください。 
一気温-湿度び高い場所（ヒーターのおくや風呂場など) 
一極端に気温が低い場所 
一ほこりっぽい場所 
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サウンドモードを楽しむ 


サラクンドモードキー 




rC )n 

rC )n 

「仁 > 

サラウンド 

モード 

ステレオ 

モード 

二 

ポリューム 



ステレオモードキー 


ユニボ y ユー ムキー 


サラウンドモード 


ステレオモード 


ヤマ八独自の音場創生技術エアサラウンド-エクス 
卜 U —ムを用いて臨場感のある音響効果を楽しむこ 
とびでをます。 

U モコンのサラウンドモードキーを巧します。 

サラウンドモード キーを押すたびに、ディスプレイ 
に表示されるサラウンドモード名び切り替わりま 
す。 

サラウンドモードにごいて 


MOVIE 

プルーレイディスク等、映画コンテンツの 
視聴に適しています。 

MUSIC 

ブルーレイディスク等、音楽コンテンツの 
に適しています。 

TV PROGRAM 

スポーツ番組やニュース等の視聴に適して 
います。 

GAME 

ゲームを楽しむのに適しています。 


:か- 

入力ごとに設定されたモードを記憶します。他の入力を還 
択すると、自動的に前回設定されたモードにな D ます。 


2 ch ステレオで再生します。 

U モコンのステレオモードキーを押しまず。 
ステレオモード キーを押すたびに、あ張ステレオ機 
旨巨のオン (EXTENDED STEREO ) /オフ 
( STEREO ) び交互に切り替わります。 

rSTEREOJ :音響効果をかけずにステレオで再生し 
よ9 〇 

「EXTENDED STEREO 」 ： 「 STEREO 」 よ D も化び 
りを感じるヴウンドを得られます。 


巧期設定値はオン (EXTENDED STEREO ) です。 
入力ごとに設定を記憶します。 


ユニボ U ューム 


テレビを視聴中、チャンネル間の音量差や CM 時の 
音量び気になる場合に使用します。 

U モコンのユニボ y ユームキーを押してオン 
/オフを切日替えまず。 

ユニボ U ューム機能びオンのとをは 、 UNIVOLUME 
インジケーターび表示され、テレビの音量の急激な 
変化を抑えます。 

ごぶこ 

. 入力ごとに設定を記憶します。 

• ドック入力時にユニボ U ュームをオンにすると、コンプ 
レストミュージック-エン A ンサー機能は無効にな0ま 

す （ENHANCER インジケーターび消巧します)。 


咖#瓶な 
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FM ラジオを聴 < 


基本的な選局操作 


FM キー 


FM 入力に切り替えます。 


メモ U - キー 


手動でプ1」セツト登録すると 
をに使います。 


選局 A 八キー 

短く押すと1ステップずつ周 
波数を変更し、長押しすると 
自動で放送局を探します。 

オプションキー 

FM 入力のとをオプションメ 
ニューに入 D ます。 



表示 キ- 


周波数とサラウンドモードの 
表示を切り替えます。 


プ U セットへ/ V キー 

プ U セツトされた放送局を選 
択します。 


オプションメニユー巧操作 
キー 

戻るキー 

1つ手前のメニュー表示に戻し 
たり、動作を中断させたりしま 
す。 


プリセツト選局機能を使う 


■ 自動プリセット 

FM 放送局を自動的に40局 （01 〜 40) まで登録 
(プリセット）でをます。 

1リモコンの FM キーを押し、 FM 入力に切り 
曾えまず。 

2リモコンのオプションキーを押して、オプ 
ションメニューに入りまず。 

「AUTO PRESET 」 び最初の項目で表示されま 
す。 

3 〇(センター)キーを押しまず。 


プリセットへ /V キーを繰り返し巧して最初に登録 
するプ U セット番号を還ぶことびでさます。 

約已砂後に現在の周波数から高い周波数に向 
かって放送局を探し始め、自動的に登録してい 


をます。周波数び登録されたとを、 TUNED イ 
ンジケーターび点打します 

自動プ U セットび終了すると、ディスプレイに 
「Preset Complete 」 というメッセージび3砂 
間表示され、その後オプションメニューの項目 
選択表示に戻ります。 

:、おこ 

オートサーチ中に 戻る キーを巧すと、自動プ U セットを中 
止します。 


た注意 I 

. すでに放送局び登録されているプ U セットま号に新しい 
放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は消ま 
され、新しい放送局に入れ替わります。 

. 登録する放送局の数び4日に満たない場をには、全周波 
数帯域を一周して停止します。 

. 自動プリセットでは、電波の強い FM 放送局だけび登録 
されます。お好みの放送局が登録されていない場合、ま 
たはお好みの番号に登録されていない場をは、手動でお 
好みの放送局を登録してください。3ページ） 
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FM ラジオを聴く 


お好みの放送局を受信しまず。 

リモコンのゾモ y- キーを押しまず。 

フ□ントパネルデイスプレイに 「MANUAL 
PRESET 」 と表示され、しばらくするとき録先 
となるプ U セツトま号び表示されます。 

ご、も'こ 


2合/ ▽キーを使って 「CLEAR PRESET」 
と表示させ、〇(センター）キーを巧しまず。 

プ U セツト番号と周波数が表示されます。 



リモコンの 房る キーを押すと、操作を中止してオプ 
シヨンメニューに戻すことびでさます。 


メモリー キーを2砂上押し続けると、最わ番号のル 
さい空のプ U セット番号、または前回登録した次のプ 
U セット番号に放送局を登録でをます。 

3プ y セットへ /Vキーを押して、登録巧とな 
るプリセット番号 （01 〜 40) を選択しま 
ず。 

空のプ U セットま号を選ぶと EMPTY インジ 
ケーターび点灯します。登録済みのプリセット 
番号を選んだ場合は、プ U セツト番号のち側に 
登録された周波数び表示されます。 


U モコンの 戻る キーを巧す（または約30秒間操作を 
しない）と、登録を中止でさます。 

4 もラー度タモリーキーを押して登録を行い 
まず。 


3 ZX/ ▽キーを使って登録を解除したいプ 
リセット番号を選び、〇(センター)キーを 
押しまず。 

選択したプ1」セット番号び登録解除されます。 
複数のプ1」セットま号を登録解除したい場合 
は、同じ操作を繰り返してください。操作を終 
了するには、 オプション キーを押して<ださい。 

■ モノラル受信を巧う 

お好みの放送局の電波び弱いとを、受信感度を上げ 
るために受信 モー ドを 「 MONO 」 に設定し、 モノ ラ 
ル音声で受信します。 

1オプション キーを押して、オプションメ 
ニューに入りまず。 

2 ▽キーを押して 「STEREO/MONO」 と表 
示させ、〇(センター)キーを押しまず。 

3 么/マキ -を押して、 「STEREO」 と 
「MONO」 の中か SrMONO」 を選択しまず。 


■ 手動プリセット 

お好みの放送局を手動で登録するとをに使用しま 
す。 


■ プリセツト放送局の登録を解除する 

1オプション キーを押してオプションメ 
ニューに入りまず。 
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咖#瓶な 
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オプション機器を使用ずる 


本機は、口 od 設置田ヤマ八製ドック（月 ij 売 YDS -1 1など）和ヤマ八製目 luetooth ワイヤレスオーディオレ 

シーバー(別売 Y 目 A -10 など）を接続できる D 日 CK 端テを装備しています。 Bluetooth ワイヤレスオー 
ディオレシー バー は、 本機と目 luetooth 機器（ポータブルオーディオプレーヤー、 Bluetooth 搭載のコン 
ピューターなど）をケーブルで接続することなく目 luetooth 機器に保存された音楽を再生できます。接続に 
は専田ケーブルを使用します。 

ご、おこ 

DOCK 入力のときは、コンプレストミュージック■エン八ンヴー機能び自動的に作動し、 MP3 などの圧縮オーディオを 
ダイナ S ックかつ臨場感豊かに再生します。 


DOCK 端子に接続ずる 



どちらか一方の機器を接続します。 


ヤマノ V 製ドック 
(別売 YDS - 11など) 


ヤマ八製目 luetooth ワイ 
ヤレスオーディオレシー 
バー 

(別売 Y 目 A -1 日など） 


iPod ™ を再生ずる 


AV アンプ■サブウーファーの D 日 CK 端子にヤマ八製ドック访 Ij 売 YDS -1 1など）を接続し iPod をセット 
すると、 iPod に保存された音楽を再生でさます。 

巧応している iPod 

iPod (ク U ックホイール iPod classic も含む） 
iPod nano 
iPod mini 
iPod touch 

巧 電機能 

本機の電源がオフのときでち、 AV アンプ■サブウーファーの D 日 CK 端テに接続したヤマ八製ドックに設置 
されている iPod を充電します。フ□ントパネルディスプレイには 「 Char 邑 in 呂」と表示されます。 


をを意 I 

.iPod の種類やソフトウェアのバージョンにより、一部の機能び使えない場合びあります。 

• iPod 接続時にディスプレイに表示されるメッセージについては、「故障かな？と思ったら」の riPocI 」 批 2] ぺージ) 
をご覧 < ださい。 

. あらかじめボ U ュームを最ルにしてから、 iPod の着脱を行ってください。 

.iPod を再生する隙は、ドック入力を選択してください。 

. 詳しくは、ヤマ八製ドックの説明書をご覧ください。 
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オプション機器を使用ずる 


团 uetoothTM 機能を使う 


■ ペアリング 


r ペアリング J とは 

ペア U ングとは通信を行ラ機器を本機に登録する 
操作です。初めて目 luetooth 接続を使うとき和、 
登録されていたペア U ング情報が削除されたとを 
は、ペア U ングを行ラ必要があります。 

ご、おこ 

セキユ U テイ確保のため、ペア U ング操作には8分間の 
制限時間が設けられています。一度すベての手順を読ん 
でから実際の操作を行ラことをおすすめします。 


ごを意 

詳しくは、ヤマ八製巳 luetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーの説明書をご覧ください。 

1 リモコンの ドック キーを押し、ドック入力 
に切り督えまず。 

2 ぺアリングしたい团 uetooth 機器の電源を 
オンにし、己 luetooth 機器をペアリング 
モードにしまず。 

詳しくは、お使いの Bluetooth 機器の説明書を 
参照してください。 

3オプション キーを押しまず。 

ドック入力のオプションメニューび表示されま 
す。 

4 ▽キーを押して 「 PA 旧 ING 」 を選び、 

〇 ( センター)キーを押しまず。 

Bluetooth 接続び開始されると、ディスプレイ 
に 「 Searching ..」 と表示されます。ペアリン 

グ中は、ディスプレイの D 日 CK インジケーター 
が点滅します。 


6 Bluetooth 機器のデバイスリストか5ヤマ 
八製 Bluetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーパーを選び、 Bluetooth 機器にパス 
キー rooooj を入力しまず。 

■ 接続する 

ペア U ングび完了したあと、本機またはお使いの 
Bluetooth 機器から接続操作を行うと、相互からの 
通信び可能となります。本機からの接続操作は、前 
回接続した Bluetooth 機器のみび接続対象となりま 
す。 

1 リモコンの ドック キーを押し、ドック入力 
に切り替えまず。 

2オプション キーを押しまず。 

3 「 CONNECT 」 を選び、〇 ( センター)キー 
を押しまず。 

ディスプレイに 「 Searching ... 」と表示されま 
す。前回接続した Blue 扣 oth 機器び見つかると、 
ディスプレイに3砂間 「BT connected 」 と表 
示されます。 

ご、おこ 

• 前回接続した目 luetooth 機器が見つからない場を、 
ディスプレイに 「Not found」 と表示されます。 

• 前回接続された目 luetooth 機器外と接続したい 
場合は、その目 luetooth 機器側から接続操作を 
行ってください。詳しくは、お使いの目 luetooth 
機器の説明書を参照してください。 

ごを意 

Bluetooth ワイヤレス オーディオレシー ノ く一と 目 luetooth 
機器の接続を解除するにはわラー度オプションメニューを 
表示させ、 「Disconnect」 を選択して〇(センター)キー 
を巧します。 


ご、おこ 

ペア U ングをキャンセルするときは、 U モコンの戻る 
キーを 押します。 

5 Bluetooth 機器びヤマハ製 Bluet 001 ih ワ 
イヤレス オーディオレシー パ’一を認識して 
いることを確認しまず。 

Bluetooth 機器がヤマ八製目 luetooth ワイヤ 
レスオーディオレシーバーを認識している場合 
は、 Bluetooth 機器のデバイスリストに rVBA - 
10 YAMAHA 」 （传1」）と表示されます。 


脚#瓶な 
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応用操作 


設定メニ 


概要 


■ 設定メニューリスト 


表を 

機能（参照） 

ぺージ 

1 : SW 1 _EVEL 

再生中に音量パランスを調節する 

心 P .17 

2 

CENTER LEVEL 

3 

SUR . LEVEL 

4 

TONE BASS 

を音/高音を調節する（トーンコント□ール） 

心 P .17 

已 

TONE TREBLE 

6 

DUAL/MONO 

デジタルを重冒声を切り替える（二重モノラル音声切曽機能） 

心 P .17 

7 

AUDIO DELAY 

映像と音声のタイミングを調璧する （ オーディオディレイ機能） 

心 P .17 

8 

HDMI AUDIO 

オーディオ出力先を選おする 

心 P .17 

9 

HDMI CONTROL 

HDMI コント□ール機能のオン/オフを切り替える 

心 P .17 

10: DISPLAY MODE 

フ□ントパネルディスフレイの明るさを蜜える 

心 P . 18 

11 : SP TYPE 

スピーカーの種類を設定ずる 

心 P . 18 

12: SP DISTANCE 

スピーカー間の設置距離を設定する 

心 P . 18 


た-注意 I 

rSPTYPE 」 び初期設定 （「 BAR 」） のとき、 「 SPDETANCE 」 は表示されません。 


基本手順_ 

設定メニューを使って、本機の機能を詳細に設定することびできます。 


FM ドック アナ□グ TV 

0000 



1,4 

2,3 


1設定 キーを押してメニューに入りま 
ず。 

フ□ントパネルディスプレイに rsw 
LEVEL 」 び表示されます。 

2 么 / ▽キーを押してメニューを選 
択し、0(センター）キーを}甲しま 
ず。 

現在の設定値び表示されます。 

3 a / ▽キーを押して、各メニュー 
の設定値を調節ずる。 

A / ^キーを長押しすると、設定値を 
早くを化させることびでさます。 

4設定 キーを押して、設定メニューを 
解除しまず。 

戻る キーを押すと、一つ手前のメニュー 
表术 I し民0ます 0 


をを意 I 

30砂内に操作が行われない場合、設定メニュ ー 
は解除されます。 
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再生中に音量バランスを調節ずる 

バーチャルスピーカーやヴブウーファーの音量を調 
節して、音量バランスを調節します。 

メニュー表示 

に W LEVEL 」 ：サブウーファーの音量を調節しま 
す。 

「CENTER LEVEL 」 ：センタースピーカーの音量を 
調節します。 

rSUR . LEVEL 」 ：バーチャルサラウンド/サラウン 
ドバックスピーカーの音量を調節します。 

設定轟囲 

+目〜一目（初期設定値：日） 

ご、おこ 

• ヴブウーファーの音量は サブウーファー +/— キーを 
押して調節することちでさます。 

• サラウンドモードびオフのとき、バーチャルのセンター 
スピーカーと サラウンド/サラウンドバックス ピーカー 
の調整は無効とな0ます。 

ほ音/高音を調節ずる 
(I ンコント□-ル） 

フロントスピーカーから出力される音声の化音域 
( Bass ) と高音域 ( Treble ) のバランスを変更して、 
お好みの音色に調節します。 

メニュー表示 

「TONE BASS 」 ：低音域のスピーカー出力を調節し 
ます。 

「TONE TREBLE 」 ：高音 i 或のスピーカー出力を調節 
しよ 9 〇 

設定範囲 

+巨〜 一6 (初期設定値： 0) 

デジタルを重音芦を切り替える 
(二重モノラル音芦切替機能） 

BS /地上デジタル放送の映画、ドラマなどで使わ 
れている AAC 信号や HDD レコーダーに録画/録音 
されているドルビーデジタル信号の音声入力時に、 
どの音声を出力するか選択します。 

メニューま示 

rOUAL / MONO 」 

設定値（巧巧設定値： FMAINJ ) 

「 MAIN 」 ：主音声のみを出力します。 
rsuB 」 ：副音声のみを出力します。 

「MAIN + SUB 」 ：主音声と副音声の両方を出力しま 
す。 


映像と音芦のタイミングを調整する 
(オーディオディレイ機能） 

接続しているテレビでデジタル処理された映像び、 
音声よりを遅れて出力されることびあります。この 
出カタイ5ングのずれを、音声を遅らせて出力する 
ことにより補正します。 

メニユーま示 
「AUDIO DELAY 」 

設定お因（巧巧設定値： FAUTOJ ) 

「 AUTO 」 ；設定値び 「 AUTO 」 で、才ーディオディ 
レイの自動補正機能のあるテレビと HDMI 接続して 
いる場合、音声の遅延時間を自動的に設定すること 
びでをます。 

0 ms 〜乙40 ms 
(10 ms 単位で調節でをます） 

ごを意 

入力ごとに設定を記憶します。 

オーディオ出力巧を選択ずる 

HDMI 音声信号を本機で再生するか、 HDMI 端テに 
接続したテレビで再生するか選択することがでをま 
す。 

メニユー表示 

「HDMI AUDI 日」 

設定値（初期設定値： FAMPJ ) 

「 AMP 」 ：本機で再生します。 

rrvj : HDMI 端テに接続したテレビで再生します。 

ごを意 

• テレビか5出力している場合は、 音量 +/—キーや 消音 
キーを押してち音量は変化しません。 

• HDMI コント□-ル機能び rON」 になっているとき、 
HDMI 音声出力の設定を変更することびでさません。 

HDMI™ コント□-ル機能のオン/ 
オフを切り替える 

HDMI コント□-ル機能を使用するかしないかを設 
定することびできます。 HDMI コント□-ル機能に 
ついては P . 19をご参照ください。 

メニユーま示 

「HDMI CONTROL 」 

設定値（巧巧設定値： roNj ) 

rONJ : HDMI コント□-ル機能を有効にします。 
rOFFJ : HDMI コント□-ル機能を無効にします。 


ii 
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フ□ントパネルディスプレイの明る 
さを変える 


ディスプレイの明るさを変更します。暗い部屋で映 
画を鑑賞するとをなどに、ディスプレイを消なモー 
ドにすることちでさます。 

メニユー表示 

の侶 PLAY MODE 」 

設定骑囲（巧巧設定値 ： rOIMMER 0 J ) 

ディスプレイの明るさは下図のよラに変ねります。 


L.*i 門 !'! た . k じ I 

U 

た Ti’ ， l!’ ， lF’ 位 --1 

if 

DiriilER --2 

|j 1 hi'lbk - 

u 

l~. T I. J I. .1 I … 1 —. J 

iJii'iriLK ——4 

U 

DISPLhV off * 

(消灯モード) 


「DISPLAY OFF 」 に設定すると、設定こユーを 
抜けたとさに、ディスプレイが消なします。 


を注意 I 

• 消灯モードが設定されているとさに何か操作を行ラと、 
ディスプレイび一時的に点なします。 

• 消打モードに設定されても、 STATUS インジケーター 
は点灯しています。 


スピーカーの種類を設定ずる 


スピーカーを変更したり、追加したりする場合に、接 
続するスピーカーの種類を設定でさます。付属のス 
ピーカーを使用する場合、設定変更の必要はありま 
せん。 

メニユー表示 

に P TYPE 」 

設定値（初期設定値： TBARJ ) 

「 BAR 」 ：バータイプのようなフ□ント L / R 、 セン 
ターチヤンネルが一体となっているスピーカーを接 
続する場合0 

「 2 CHJ :フ□ント L / R (2 チヤンネル）のスピーカー 
を接続する場合。 

「3 CH 」 ：フ□ント L/R のスピーカーとセンタース 
ピーカーを接続する場合。 


た注意 I 

. 設定は、変更後に本機の電源をスタンバイにし、再び才 
ンにすることで有効になります。 

.「SP DISTANCE 」 は、設定値びに CH 」、「3 CH 」 の 
とさに表示されます。 


スピーカー間の設置距離を設定する 


フ□ント L / R スピーカーの間睛に合った設定を選 
ぶことで、最適なサラウンド効果を得ることがでさ 
ます。 

メニユー表示 

rSP DISTANCE 」 

設定値 

rwlDEJ :フ□ントスピーカー間の距離が 1 己 0 cm 
li (上の場合 D 

「 N 日 RMAL 」 ： フ□ントスピーカー間の距離が 
8日 C m 〜1 50 cm の場合。 

「 NARR 日 W 」 ：フ□ントスピーカー間の距離が 
80 C mli (下の場合。 

I ご注意： 

サラウンドモードがオフのとさは、本機能を設定しても無 
効となります。 
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HDMItm コント ロール 機能を使ラ 


HDMI を使った列部機器のコント□ール （ HDMI コ 
ント□ール機能）に对応しているテレビ（一部を除 
く）と本機を HDMI 接続した場合、テレビの U モコ 
ンで本機の政下の機能を操作でさます。 

. 電源のオン/スタンバイ（テレビ連動） 

• 音量の調節 

. 音声を出力する機器の切り替え（テレビ^本機) 


. HDMI を使ったコント□ール機能に対応しているテレビ 
でち、上記の機能び操作でをないわのびあ0ます。詳し 
くはテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。 

. HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているブルー 
レイディスク レコーダー/ DVD レコーダーなどを 
HDMI で接続している場合は、それらの機器わ連動して 
操作でをます。詳しくはご使用の機器に付属の取扱説明 
書をご覧ください。 

. テレビおよびブルーレイディスクレコーダー、 DVD レ 
コーダーなどの機器は、 同ー メーカーの製品で統一する 
ことをおすすめします。 

• 接続巧能な機器に関する最新の情報は下記 WEB サイト 
をご覧ください。 

http :// www . yannaha . co . jp / procluct / av / support / 

hdmLcec / 

• メーカーや機器により、 HDMI 機器を登録しなくても使 
用でさるちのがあ0ます。 

.「HDMI C 日 NTR 0 U び 「 ON 」 に設定されているとさ、 
テレビの仕様によっては、チヤンネルを変えるなどのテ 
レビの操作で、サラウンドモードなどの本機の設定び変 
要される場合びあ0ます。 

【手順1〜3は HDMI コント□-ルおおの設 

定操作です。） 

1 HDMI で接続しているずベての機器の電源 
をオンにしまず。 

2 HDMI 接続しているずベての機器の設定を 
確認し、コント□-ル機能を有効にしまず。 

本機側：設定メニ；！一の 「HDMI CONTROL 」 
び rOFFJ のとをは、 「 ON 」 に設定してくださ 
し、。初期設定値は 「 ON 」 となっています。 
(№17ぺージ） 

外部機器側：お使いの機器に付属している取扱 
説明書をご覧ください。 


4 テレビの入力を、本機に切り替えます。 

5 本機に接続した、 HDMI コント□-ル機能 
に対応しているブルーレイディスクレコー 
ダーまたは DVD レコーダーの電源をオン 
にしまず。 

6 本機の入力をブルーレイディスクレコー 
ダーまたは DVD レコーダーに切り替えて、 
レコーダーの画像が正し < 映るかを確認し 
まず。 

7 本機び正し<連動しているか確認しまず。 
(テレビのリモコンを使って本機の電源を 
オンにしたり、音量を調節したりしてくだ 
さい。） 


をを意 I 

. 本機び動作しない場合は、1；■(下のことをご確認くださ 
し、。テレビの電源をオン/スタンバイにしたり、電源プ 
ラグをコンセントに接続し直したりすると、正常に動作 
する場合わあります。 

-テレビび本磯の HDMI 出力端子に接続されている 
-「HDMI C 日 NTR 日 U が rONJ に設定されている 
-テレビ側の設定で HDMI コント□ール機能び有効に 
なってし、る 


「HDMI C 日 NTR 日 L 」 が fONJ に設定されている 
とさは、む（電源）キーを押しても、完全な電源才 
フ状態にはならず、 HDMI 入力端子から HDMI 出 
力端子へ信号が出力されます。 


. このとを本機の STATUS インジケーターはホ色に点 
灯します。 

• 6(電源）キーを押す前に、視聴したい機器が接続さ 
れた HDMI 入力端テ （ HDMI 入力①〜感）を選択 
してお < 必要びあ0ます。 


3 テレビの電源を一度オフにし、再びオンに 
しまず。 

( 手順4〜6は HDMI 機器のテレビへの登録 
操作です。接続方まや接続な器をを更した場合 
は、手順1〜3を再度操作して < ださい。） 
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その他の情報 



付録 


故障かな？と思った 5 

使用中に正常に作動しな<なった場合は、まず下記の点をご確認<ださい。下記しツがで異常び認められた場 
合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてから、 
お買上げ店またはヤマ八修理ご相談センターまでお問い合わせください。 

症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源を入れてもずぐに切 
れてしまラ。 

電源コードびしっかり接続されていな 
い。 

電源コードをコンセントにしっかりと差し込 
んでください。 

8 


スピーカーケーブルびショートした状 
態で電源を入れたため、保護回路によ 
り電源び切れた。 

すべてのスピーカーケーブルび本機とスピー 
カーに正しく接続されているか確認してくだ 
さし、。 

8 


内部マイコンびが部電気ショック（落 
雲または過度の静電気）によりフ U — 

ズしている。 

スタンバイモードにし、コンセントから電源 
プラグを抜いてください。約 30 お)後にちラ 
一度差し込み、電源を入れてください。 

10 

スピーカーか5音青が出 
ない。 

スピーカーの音量びかさい。 

スピーカーの音量を調節してください。 

10、17 

消音されている。 

U モコンの 消音 キーを巧して消音を解除し、 

宣量を調節 U てください。 

10 


再生したい入力び正し<選ばれていな 
い。 

再生したい入力を正し < 選んでください。 

10 


スピーカーケープルび正しく接続され 
ていない。 

すべてのスピーカーケーブルび正しく接続さ 
れているか確認してください。 

8 


設定メニュー 「HDMI AUDIO 」 の設定 
値が 「 TV 」 になっている。 

設定メニュー 「HDMI AUDIO 」 の設定値を 
「 AVIP 」 にする。 

17 

片側のチャンネル音がほ 
とんど出ない。 

スピーカーケーブルび正しく接続され 
ていない。 

すべてのスピーカーケーブルび正しく接続さ 
れているか確認してください。 

8 

フ□ントスピーカーチャ 
ンネル音しか出ない。 

サラウンドモードを使用しないで再生 
している。 

サラウンドモード キーを押して、音響効果を 
かけて再生してください。 

11 


設定六ニュー 「 SUR . LEVEL 」 の設定 
値び最小値になっている。 

設定六ニュー rSUR . LEVEL 」 の設定値を調 

即^な 0 

17 

サブウーファーか5音声 
が出ない。 

サブウーファーの音量びさい。 

サブウーファーの音量を調節してください。 

己、 17 

再生しているソースに LFE やほ音信号 
び含まれていない。 

^ ^ -— 、 

—- 

設定した音量が下がって 
いた。 

音量び 70 し乂上のとをに本機の電源び 
オフになった。 

スピーカー保護のため、音量び 70 LiLh に設 
定された場合は、次回電源をオンにしたとを 
に音量び自動的に 70 に設定されます。 

— 

サウンドが弱い、または 
雑音が入る。 

スピーカーケープルびショートを起こ 
している。 

すべてのスピーカーケーブルび正しく接続さ 
れているかご確認ください。 

8 

本機が正常に動作しな 
い。 

内部マイコンび外部電気ショック（落 
雷または過度の静電気)、または電源電 
圧の低下によりフ U —ズしている。 

スタンバイモードにし、コンセントから電源 
プラグを抜いてください。約 30 砂後にをラ 
一度差し込み、電源を入れてください。 

10 

デジタル機器や高周液機 
器か5の雑音を受けてい 

本機とデジタル機器や高周波機器の設 
置場所が近ずぎる。 

本機とそれらの機器を離して設置してくださ 
い。 

— 

設定した内容が変わって 
しまラ。 

「HDMI CONTROL 」 び 「 ON 」 に設定 

されているとを、テレビの仕様によっ 
ては、チヤンネルを変えるなどのテレ 
ビの操作で、サラウンドモードなどの 
本機の設定び変更される場合びありま 
ず。 

「HDMI CONTROL 」 を 「 OFF 」 に設定する 
か、本機の U モコンで再度設定してください。 

19 
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I 付録 I 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

リモコンで操作できな 
い。 

U モコンの操作範囲外で操作している。 

1」モコンの操作範囲について詳しくは n 」 モ 
コンを使用する」をご覧ください。 

10 


受光部に曰光や照明（インバーター壁 
光灯やスト□ボライトなど）び当たつ 
てし1る。 

照明、または本体の向をを変えてください。 

— 


乾電池が消耗している。 

乾電池を交換してください。 

2 

■ HDMI 

を状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

設定メニュー 「AUDIO 
DELAY 」 の 「 AUTO 」 
設定が効かない。 

テレビび自動調整機能に対応していな 
い。 

手動で 〔 Oms 〜 240 ms の値を）設定して 
<ださい。 

17 

HDMI コント□—ル機能 
が正常に作動しない。 

制限台数を超える HDMI 機器を接続し 
てし1る。 

接続している HDMI 機器の数を減らしてくだ 
さい。 

— 

音声や映像び出ない。 

接続している HDMI 機器び营作権保護 
( HDCP ) に対応していない。 

著作権保護に巧応した機器を接続して < ださ 
い。 

— 

■ チユーナー 

症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

ステレオ放送になると雑 
音がを < 聞きづ5い。 

放送局から離れた地域で受信している 
か、アンテナ入力び弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

8 

屋外アンテナを感度の良い、を素テのをのに 
変えてください。 

— 



受信モードを 「 MONO 」 に設定してくださ 
い。 

13 

FM 専用アンテナを使用 
しているび、音び歪むな 
ど受信感度び悪い。 

マルチパス（多重反射）などの妨害電 
波を受けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく 
ださい。 

— 

自動選局びでをない。 

放送局から離れた地域で受信している 
か、アンテナ入力び弱い。 

屋外アンテナを感度の良い、多素子のをのに 
変えてみて <ださい。 

— 



受信モードを 「 MONO 」 に設定し、 還局夕5/ 
キーを短く押して]ステッフずつ周波数 
を変更して < ださい。 

12、13 


■ iPod 


I ご注意 I 

ディスプレイに表示される下記のメッセージ似がで不具合びおこった場合は、お使いの iPod の接続を確認してください 
(扱14ぺージ）。 


メッセージ 

内容 

巧策 

参照 

ぺージ 

Ur ik r M... り . iji" i .i. 广 も"り j 

本機に対応していない種類の iPod び接 
続されています。 

本機に対応している iPod (ク U ックホイール)、 
iPod nano、iPod mini、iPod touch のいずれか 
をお使いください。 

— 

J — _! ... .. ! 

iPod びヤマ A 製ドック（別売 YDS - 
11など）に正しく接続されました。 

-- 



--- 

-— 

し .1 .L 占.し Jjr け けゴ*ー レ i ゴし : i 

iPod びヤマ A 製ドック（別売 YDS -1] な 
ど）から取りがされました。 

iPod をヤマノ V 製ドック（別売 YDS -1] など）に 
接続してください。 

14 

し . .r iciir ":; さ . L i" i ゴ 

iPod を充電していまず。 

— - -- 

-- 


ホ 

8 

ま 
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■ Bluetooth 

ごを意 

ディスプレイに表示される下記の六ツセージ政がで不具合びおこった場合は、お使いの目 luetooth 機器を確認してください。 



ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレスオー 


ペア U ングはヤマ八製团 uetooth ワイヤレスオー 


ディオレシーバー（別売 YBA -10 な ディオレシーバー（別売 YBA-10 など）と 
ど）と Bluetooth 機器び接続されてい Bluetooth 機器び接続されていないときに行って 


るとをにペア U ングしています。 ください。 
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付録 


用語解説 


■ エアサラウンド-エクストリーム 

本機は新しいバーチャルサラウンド技術とアル3’ 1」 
ズムを搭載してお D ます。壁の反射を利用せず、フ 
ロントスピーカーのみで 7 ch サラウンド効果を生み 
出すことび可能です。 

通常、已 .1 チャンネルのサラウンドをお楽しみいた 
だくには、フロントスピーカー (2 本）、センタース 
ピーカー （1 本)、サラウンドスピーカー （2 本)、ヴ 
ブウーファー （1 本）び必要です。 


標準的な日.1チャンネルスピーカー 
システム 


フ □ントス ピーカー 



/ V - チヤル 7.1 チヤンネル 

エアサラウンド.エクスト U - ム技術を用いることに 
よ0、フロントスピーカーとサブウーファーだけで、 
サラウンド、サラウンドバックを含む 7.1 チヤンネ 
ルの臨場感をお楽しみ頂くことびでをます。 


本機のサウンドイメージ 



本機はスピーカーと AV アンプ-サブウーファーで 
7.1 チヤンネルのサラウンド効果をつくりだしま 
す。 

C :センタースピーカー 
FR、FL :フロントスピーカー 
SW :サブウーファー 

SR、SL :サラウンド-バーチヤルスピーカー 
SBR 、 SBL: サラウンドバック■バーチヤルスピー 
力— 


■ サンプリング周液数 

アナ□グ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒 
間にヴンプ U ング（信号の大ささを数値に置を換え 
ること）を行5回数をヴンプ U ング周波数といいま 
す。再生でをる周波数帯は「サンプ U ング周波数」で 
ままり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な 
音域び広びることになります。 

■ チヤンネル （ ch ) 

音域の範囲や他の性質の違いによって分類された 
オーディオの種類です。 

例： 7.1 チャンネル 

• フロントスピーカー、左 （ Ich )、 も ( 1 ch ) 

• センタースピーカー (1 ch ) 

. サラウンドスピーカー、左 （ Ich )、 ち ( Ich ) 
.サラウンドバックスピーカ ー 、左 （ 1 ch ) 、も （ 1 ch ) 
•サフウーファー (Ich X 0,1* = 0.1 ch ) 

* さらに超な音を出すためのチャンネルです。音声 
の帯域び化域のみに制限されているため、 0.1 と 
表現されます。 

■ ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生でをるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフ□ント3チャンネ 
ル（フロント左/ち、センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド左/ち)、化音域専用の LFE 
チャンネルの合計已 .1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びより明確になります。全帯域の 
已チャンネルの幅広いダイナ5ックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現でをます。 

■ ドルビー プ□□ジック II 

ドルビープ□ロジック II はドルビープロロジックを 
改良したち式で、ドルビーサラウンドち式のソフト 
にをく採用されています。2チャンネルで記録され 
た音声を信号処理し、優れた分離感を保ったまま己.1 
チャンネル音声に変換します。従来の2チャンネル 
音声（モノラル音声を除 <) だけで記録されたちい 
映画ち、已 .1 チャンネルの迫力ある音声で楽しめま 
す。 


ホ d ま da 期 
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付録 


■ AAC (Advanced Audio Coding) 

MPEG-2/MPEG-4 オーディオ規格に含まれるデ 
ジタル圧縮オーディオ信号です。 BS /地上デジタ 
ル放送で採用されています。最大で 5.1 チャンネル 
音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でをます。 


■ Deep Color 

HDMI1.3 びヴポートしている映像技術です。 RGB 
または YCBCR 信号の処理を、従来の8ビットに巧 
して10/12/16ビットで処理することで、より 
豊かな色調表現び可能です。表現でをる色の数び従 
来の数百万色から数億色に増えたことによ D、 グラ 
デーシヨンの表現力や暗部のディテール再現力び向 
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色 
の変化）の少ない画像を楽しめます。 

■ DTS 

DTS 社び開発したデジタル-サラウンド-フォー 
マット（音声圧縮技術）で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりちない圧縮率を採用 
してお D、 ク U アで厚みのある音質で已 .Ich ヴウン 
ドび再生でをます。 

■ HDMI 

世界業界標準規格である HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface Specification) 規格に準じ 
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
です。著作権保護技術 （HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、]本のケーブル 
で伝送でをます。 


■ PCM ( パルス • コード • モジユレーシヨン） 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換する代表的なち 
式です。 PCM は非常に短<区切った単位時間あたり 
の信号レベルを符号化（コード化）します。 MP3 形 
式や ATRAC 形式のよラな圧縮処理を用いないこと 
から、 U ニア PCM とち呼ばれています。 CD や DVD 
オーディオの録音ち式などに採用されています。 


■ X.V. Color 

HDMI1.3 びサポートしている映像技術です。色空 
間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででをなかった色の表現び可能で 
す。 sRGB 規格の色域との互換性を確なしなびら色 
空間を拡張し、より鮮明で自然な映像になっていま 
す。特に静止画や CG で高い効果び得られます。 
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付録 


まな仕様_ 

■ SR-300 

才ーディオ部 

• 定格出力 

フ□ント L/R ( IkHz 、 1 % THD . 已 Q ).45 W +45 W 

センタ ー(] kHz ' ] o / oTHD 、6 a ). 4已 W 

サブゥーファ ー(100 Hz 、] o / oTHD 、3 a ).90 W 

• 実用最大出力 

フ□ント L/R ( IkHz 、 100 / oTHD 、 已 Q ). 己 0\ A /+ 已 OW 

センタ _(] kHz 、 10 D / oTHD 、6 a ). SOW 

サブゥーファー ( lOOHz 、 1 0% THD 、 3が .1 OOW 

FM チューナー部 

• 再生周波数帯域 . 76.0 MHz 〜90.0 MHz 

. アンテナ入力 . 7己 n 

サブウーファー 

. タイフ . バスレフ型 

が防磁型 

• ユニット . 1 3 cm つーンタイプ 

• 再生周波数帯域 . 3已 Hz 〜1己曰 Hz 

. インピーダンス .3 a 


総合 

• 電源電圧 .AC100V、 已0/巨 OHz 

• 消費電力 . 3已 W 

. 待機消費電力 

CHDMI コント□-ルオン時） .SWUTF 

CHDMI コント□-ルオフ時） . 日. SWUTF 

• 寸法（幅 X 高さ X 奥行き） . 43己 X 151 X 3日 1mm 

• 質量 .8.6k 呂 

■ NS-BR300 

• タイフ . 密閉型 

非防磁型 

. スピーカーユニット（フルレンジ） ........ 4 X ]C}cnn コーンX 3 

. インピーダンス . 巨 n 

• 再生周波数帯域 . 1己 OHz 〜 20kHz 

• 寸法（幅 X 高さ X 奥行を） 

NS-BR300. 800 X 50 X 70mm 

スタンド . 4已X 70 X 88mm 

• 質量 . 1.已 k 旨 

* 仕様、およびが観は、改良のため予吉な<蜜要することびあり 
ます。 


。'喊爲媒口 

本機は新しいバーチャルサラウンド技術とアル jij ズムを搭載し 
ております。壁の反射を利用せず、フ□ントスピーカーのみで 
7 ch サラウンド効果を生み出すことび可能です。 


田 DOLBY 

DIGITAL I 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権により製造されていまず。 
「ドルビー 」、 「PRO L 日 G に」およびダプル D 記号□□は、ドル 
ビーラボラト U —ズの商標です。 


^ctts 

Digital Surroui 


DTS および DTS Digital Surround はデジタルシアターシステム 
ズの登録商標でず。 

iPodTM 

iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商 
標または登録商標です。 


BluetoothTM 

Bluetooth は 、 Bluetooth SIG の登録商標でありヤマ八はライセ 
ンスに基づを使用しています。 


HEjmi 

HDMI 、 HDK/II □コ’、および Hi 呂 h-Di 


および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標または登録商標で 
ず。 

x.v.ColofTM 

「 x . v . Color 」 は、ソニー株式会社の商標です。 


tfn/Volume 

「ユニボ U ューム tm 」 は、ヤマ A 株式会社の商標です。 


巧 

AAC 


AAC 口 3マークはドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 

しソ下はノてテントナンノく一です。 


08/937,9已〇 

已，巨33,98] 

已,227,788 

已,299,239 

己84扫 39] 

已297 23巨 

巳.28巳，498 

己299,240 

己,291,已已7 

4,日] 4,7曰] 

已,48 1.6 14 

己,197,087 

5,451,954 

已,23已，巨 7] 

已，己92,己84 

已,49曰,170 

己400 433 

07/巨40,已已〇 

已,781,888 

已,2己4,846 

己222,189 

已，已79,430 

曰8/039,47扫 

已,2已扫，已8曰 

己,3己7,已94 

08/巨78,巨巨巨 

曰 8/2] 1，已47 

已,37已,189 

己7已吕吕吕己 

98/03037 

瓦703,999 

已1己81,已己4 

己394,473 

97/0287己 

08/已已7,04巨 

〇已 -183, 988 

己,已83,9巨2 

97/02874 

08/894,扫44 

己,己4扫，己74 

瓦274,740 

98/03036 

已,299,238 

曰8/已曰巨.729 
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巧応ずる信号 


■ HDMI 信号について 
音青信号 


音声フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2 チヤンネルリニア PCM 

2 ch 、 32-日 6 kHz 、 1 6/20/24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD-Audio 

マルチチヤンネルリニア PCM 

8 ch 、 32-目巨 kHz 、 1 6/20/24 bit 

DVD - Audio 、 プルーレイディスク 、 HD 
DVD 

ビットスト IJ ーム 

Dolby Digital . DTS、AAC 

DVD-Video 



• 本機へ接続するち法について詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

• お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テクトびかかった DVD オーディオを再生する場合、映像信号および 
音亩信号び出力されないことびあります。 

• 本機は HDCP 非対応の HDMI または DVI 端子を装備したテレビやプ□ジェクターには対応していません。 HDCP 対応 
の有無については、お使いの HDMI 機器または DVI 機器の取扱説明書をご覧ください。 

• ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機器びビットストリーム信号をそのまま出力するように、再生機 
器で設定を変更してください。詳し<は、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

映像信号 

し下の解像度の映像信号に対応しています。 

• 480i/60Hz 
• 已7巨 i / 已 OHz 

• 480 p /60 Hz 
• 巳 76 p / 已 OHz 

• 720 p /60 Hz . 已 OHz 
•108 CH /60 HZ ， 已 OHz 

• 1 OSOp / eOHz , 己 OHz , 24 Hz 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

巧} V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただくためのものです。 
ヴービスのご依觀お問い合わ杜ま、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り巧いに関するお巧いさわせ 

■ ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か b 寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

本機の設置や設定、操作に閲ずるお巧い合わせ 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か日1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保話 
書をご覧ください。 

• 保証期間が過ざているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 


■ ヤマノ \お客様コ S ュニ ケーシヨンセンター 
才ーディオ-ビジュアル機器相說容 □ 

(全国な通） 査2。 0570-011-808 

全国どこからでも巿内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話むちは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

干 430-8 巨己 0 静岡県お松市中区中ミ尺旧 J 10-1 

受付：月〜金曜日1日：日〇〜18:日日±曜日10:00〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ八 AV 製品の修ほ、ヴービスパーツに巧するお巧いさわせ 


■ ヤマ八修理ご相談センター 

(を国共通） SS , 〇已 70-01 吕-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利巧いただけます。 


携帯電話 、 PHSs IP 電話か5は下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4 白 0-4830 

FAX (0 已 3) 4 目 3-1 127 

受付：月〜金曜日 9: 日日〜 18:00 ±曜日目： 00 〜 17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


修理お持ち込み窓口 

受付：月〜金曜日 9: 日〇〜 17:4 己 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


化巧道〒〇 64-8 己43札幌市中央区南1日条西1 T 目1 -5 日 
ヤマノ' dz ンター巧 
FAX (日] 1)512-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平祀島2 了目1 -] 

京滨トラックターミナル巧14号棟冉-己 F 
FAX (曰 3) 巳 762-2] 2已 

おお 〒43日-0日1目お松市東区和田町2日0 
ヤマ(株)和田工場内 
FAX (日巳 3)462-9244 

名古屋干4日4-日日巳8名ち屋市中 J 11区玉り I 町 2 T 目1 -2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (0 已 2) 已己吕 -0043 

大阪 〒日已4-日日日2吹田市広芝的1 0-28 
オーク江坂りレディング 2 F 
FAX (06) 巨330-己53己 

九州 干81 2-8 己08福岡巿傳を医博を駅前吕 T 目]1 -4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変剪こなる場合びあります。 


• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料盡です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちあります。 

出張料 製品のある場所へほ術者を派遣する場合の費巧です。 

別途、駐車料金をいただ < 場合があります。 

♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

補修巧性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年でず。補修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

参製品のげ態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をでさるだけ詳しくお知日せ 
ください。また製品の品蚕、製造番号などちあわせて技知5せください。 
《品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあります。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化ずる摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただ < ためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすずめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ \電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコント□ー ル、スイッチ - リレー類、接続端テ、ランスベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、を全にご使用いただ<ために AV 製品全般について記載して 
おります。 


/- 


7末年ごほ用の製品の点巧を！ 

、 

の 

愛情点検 

こんな症:!犬はありませんか？ 

• 電源コード-フラグび異常に熱い。 

♦ コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びおる。 

♦ 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 
• 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 

畢 



ずぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検•修理に要する費剧ま販売店にご相談ください。 
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